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して台湾博物学会会報に報告している（１９１９， １９２０）。それによれば有賀は，まず台湾本島南部の

打狗（現高雄市）で海藻採集後，離島の澎湖島媽宮（現馬公市）に移動して澎湖群島各地で海藻採

集を行い，再び高雄市に戻って屏東県の小琉球と鵞鑾鼻で海藻採集を行っている。台湾南部での採

集を終えた有賀は，台北市に移って台湾北部の基隆市から宜蘭県にかけて海藻採集を行い，二か月

に渡る採集旅行を終えた。彼がこれらの場所で採集した海藻は８７種（緑藻２６種，紅藻３８種，褐藻２２

種，藍藻 １ 種）で，その内訳は打狗（高雄市）では ８ 種（緑藻 ３ 種，紅藻 １ 種，褐藻 ４ 種），澎湖

群島では２８種（緑藻１１種，紅藻 ８ 種，褐藻 ８ 種，藍藻 １ 種），小琉球と鵞鑾鼻では３４種（緑藻１０

種，紅藻１８種，褐藻 ６ 種），基隆市から宜蘭県では１７種（緑藻 ２ 種，紅藻１１種，褐藻 ４ 種）であ

る。彼は同定ができなかったものについては，台湾海藻採集日誌（二）の最後のところで「岡村博

士の示教を受けし上にて，台湾産海藻の一部とし改めて報ぜんとす」とあるので，同定できた８７種

以外にも未同定の海藻があると考えられるが，その後これら未同定種について報告されたのかどう

かについては不明である。　
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